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われわれを取り巻く社会・経済状況は大きな変化を見せはじめている。材料の開発においては単

に高性能，高機能，高経済性の材料を追求するのでなく，材料の生産から消失までを網羅した総合

的な観点に立ち，特に環境負荷の少ない材料の開発が求められている。
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たがって，高分子に直接携わっておられる方々は勿論のこと，他分野の研究者・技術者や材料研究

に関心を持っておられる方々にも必ず役立つものと信じている。
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3.6 木工塗装における欠陥と対策

第４節 エクステリア木材の耐久処理／塗装処

理

4.1 エクステリア木材の劣化

4.2 エクステリア木材の耐久性と耐久処理

4.3 エクステリア木材の塗装

第５節 木材塗装における塗料の種類・性質と

使用方法

5.1 木材用塗料の分類と開発

5.2 木工用塗料の特徴と性能

5.3 木材用塗料の塗装方法および使用用途

第６節 木材塗装の明度・光沢度と審美的特性

6.1 木材塗装の明度・光沢度が審美的特性に

及ぼす影響

6.2 木材塗装設計について

第７節 木材の保存と含浸技術

7.1 含浸による木材保存の意義

7.2 忘れてはならない木材の利点と特性

7.3 木材のマクロ，ミクロ構造と含浸性の難易

7.4 保存剤の種類と機能

7.5 含浸の方法

7.5 含浸効果の非破壊検査と品質管理

7.7 難燃，不燃木材

7.8 樹脂含浸木材

第８節 誘電加熱を利用した木材の乾燥

8.1 高周波・マイクロ波加熱

8.2 誘電加熱 8.3 木材の乾燥



第５章 機能設計のための加工・改質・処

理技術

５-１ 塗料と塗装による表面機能化技術

第１節 表面機能設計のための塗料・塗装技術

の基礎知識

1.1 塗料と塗装の基礎 1.2 塗料の組成

1.3 塗料の形態 1.4 塗料から塗膜へ

1.5 塗装設計

第２節 スプレー塗装における塗膜の形成

2.1 塗料の微粒化と帯電

2.2 塗料粒子の飛行

2.3 塗料粒子の塗着，合体による膜化

2.4 塗着効率 2.5 外観品質

第３節 金属ナノ粒子の調整と印刷・導電・塗

料への応用

3.1 貴金属ナノ粒子濃厚分散系の製造

3.2 貴金属ナノ粒子濃厚分散液

3.3 貴金属ナノ粒子の塗料用色材としての応

用検討例

3.4 導電材料への応用

第４節 金属ナノ粒子の調製と工業的応用

4.1 化学的方法による金属ナノ粒子の調製

4.2 金属錯体の熱分解による金属ナノ粒子の

調製

4.3 金属錯体のアミン還元による金属ナノ粒

子の調製

4.4 金属ナノ粒子の工業的応用

第５節 金属ナノ粒子の湿式調製と工業的応用

5.1 金属ナノ粒子の湿式調製法

5.2 ナノ粒子の調製条件

5.3 粒子形状制御

5.4 金属ナノ粒子の工業的応用

第６節 プラスチック製品の塗装

6.1 プラスチック塗装の特異性

6.2 プラスチック塗装の多目的性

6.3 プラスチック用塗料の種類

6.4 プラスチック素材に対する塗膜の付着の

機構

6.5 プラスチック素材の塗装仕様例

第７節 静電粉体塗装

7.1 粉体塗装

7.2 静電粉体塗装の原理と特徴

7.3 静電粉体塗装の非金属材料への適用

第８節 塗装機器の開発動向

8.1 塗装業界が直面する課題

8.2 液体霧化技術 8.3 液体静電塗装機

8.4 水性静電塗装機 8.5 塗装ロボット

8.6 ポ ン プ

第９節 コロナ放電型粉体塗装装置の開発動向

と導入効果

9.1 環境規制と粉体塗装について

9.2 粉体塗装の歴史

9.3 粉体塗装機のメカニズム

9.4 理想の粉体塗装機

9.5 パルスパワーの現状と今後

第10節 ブラスト技術と非金属材料への用途展開

10.1 ブラスト技術

10.2 ブラスト方法の種類と特徴

10.3 研 削 材

10.4 ブラスト面の一般的性状

10.5 用途展開

10.5 新しいブラスト加工法

５-２ 印刷インキと印刷による表面機能化技術

第１節 表面機能設計のための印刷インキの基

礎知識

1.1 印刷インキの種類

1.2 インキの原料 1.3 着 色 剤

1.4 樹 脂 1.5 溶 剤

1.6 添加剤 1.7 生産方式

1.8 物 性 1.9 技術動向

第２節 印刷インキと印刷方式

2.1 印刷方式とその特徴

2.2 印刷インキとその特徴

第３節 エレクトロニクスと印刷技術

3.1 スクリーン印刷

3.2 プリンタブルエレクトロニクス

3.3 スクリーン印刷による分散型ELの作製

3.4 有機色素分散型ハイブリッドEL

3.5 白色発光有機色素分散型ハイブリッドEL

第４節 視覚特性に基づく印刷物のユニバーサ

ルデザイン

4.1 文字の視認性の定量化

4.2 色覚異常者にも見やすいカラー印刷

4.3 高齢者にも見やすいカラー印刷

4.4 色覚異常と高齢視覚のシミュレーション

4.5 印刷のユニバーサルデザイン化の課題

第５節 印刷評価技術

5.1 FIBによる印刷物の断面作製とインキ浸

透の観察

5.2 共焦点レーザ顕微鏡による印刷物のイン

キ浸透の観察

5.3 走査プローブ顕微鏡によるインキビヒク

ルの相分離構造の解析

第６節 インキ転移機構の検討

6.1 インキピークの生成

6.2 ピンホールの生成

6.3 気泡の生成

6.4 インキ転移面での素抜け生成

第７節 ＵＶ硬化型ジェットインクの設計

7.1 ラジカル重合型ジェットインクの設計

7.2 カチオン重合型ジェットインクの設計

第８節 スクリーン印刷法による機能性膜形成

と応用

8.1 焼付け用ガラスカラー

8.2 ITO透明導電膜

第９節 水性フレキソ印刷の時代的要請

9.1 なぜ今，水性フレキソなのか？

9.2 日本の印刷市場

9.3 水性インキにおける「グラビア印刷＆フ

レキソ印刷」乾燥性の違い

9.4 フレキソ印刷の普及

9.5 フレキソ印刷＆グラビア印刷の比較

9.6 油性・水性・UVの比較

9.7 フレキソ印刷＆グラビア印刷のコスト比較

9.8 フレキソ印刷＆グラビア印刷の印刷ドッ

ト比較

9.9 水性フレキソインキの使用状況と品揃い

の例

9.10 フレキソ印刷業界の創出

第２編 開発・応用編

第１章 機能設計材料への応用展開

第１節 プラスチック表面を加飾する金型内装

技術

1.1 金型内塗装技術の歴史

1.2 金型内塗装技術の分類

1.3 成形装置 1.4 成形材料

1.5 塗 料

1.6 ＩＭＰＲＥＳＴ成形における型締め力の

制御

1.7 ＩＭＰＲＥＳＴ成形の特徴

1.8 成形品の特徴

1.9 形状制約

第２節 意匠性を付与する塗装技術

2.1 外観特性とその質感を重視した塗装技術

2.2 意匠性を付与した塗膜外観の数値化技術

第３節 導電性高分子を用いた帯電防止

3.1 導電性高分子による帯電防止

3.2 ポリピロールによる帯電防止

3.3 ポリピロール分散液のコーティングへの

応用

3.4 ポリピロール塗工フィルムの特性

3.5 ポリピロール分散液の応用

第４節 金属コロイド触媒による高密着性シア

ンフリー無電解メッキ

4.1 金属ナノ粒子の触媒作用

4.2 シアンフリー無電解金メッキ

4.3 メッキ被膜の密着性

第５節 プラスチック素材への付着付与剤の付

着機構の解明

5.1 付着に関与する因子と接着機構

5.2 ポリオレフィン系プラスチック素材への

塩素含有付着付与剤の付着機構

5.3 付着性向上技術

5.4 適性アクリルホモポリマーの付着付与効果

第６節 低汚染型フッ素樹脂コーティングの機

能特性と応用

6.1 水性塗料用フッ素樹脂

6.2 水性フッ素塗料用低汚染化剤

6.3 水性フッ素樹脂の応用

6.4 その他の応用動向

第７節 ナノコンポジットエマルジョンの開発

と機能性塗料への応用

7.1 ナノコンポジットエマルション（NcEm）

7.2 外装用塗料への展開

第８節 ポリプロピレン樹脂上塗装の黄変現象

8.1 黄変現象について

8.2 耐熱黄変メカニズム

第９節 塗膜の耐チッピング性

9.1 衝撃ダメージ評価（耐チッピング性）

9.2 塗膜特性と耐チッピング性

9.3 膜への扁平顔料添加と耐チッピング性

9.4 耐チッピング性向上の物性メカニズムの



まとめ

第10節 両性両親媒性高分子の新しい展開

10.1 繊維強化プラスチック(FRP)の表面改質

10.2 ガラス表面の改質

10.3 繊維表面からのコントロールリリース機

能の付与

第11節 親水・防汚を目的とした薄膜コーティ

ングと応用例

11.1 薄膜コーティング剤の機能

11.2 親水・撥水／撥油性とその応用

11.3 コーティング材料の種類と特長

第12節 プラスチックレンズコーティング

12.1 薄膜形成法

12.2 ハードコート

12.3 反射防止コート

12.4 耐衝撃プライマーコート

12.5 機能付与

第13節 ハードコートのための樹脂開発と応用

展開

13.1 無機-有機ハイブリッド樹脂

13.2 ハイブリッド樹脂各論

13.3 ハードコートの高機能化

第14節 オキセタン系UVハードコート剤によ

る耐擦傷性の向上

14.1 光カチオン硬化型材料

14.2 オキセタン系材料

14.3 光カチオン硬化型有機･無機ハイブリッ

ド材料

第15節 外部刺激応答の高分子素材

15.1 背 景 15.2 製 造

15.3 物 性 15.4 結 論

15.5 用途例

第16節 ポリイミド複合体の展開

16.1 ポリイミド複合材料の作製

16.2 フィラー分散技術による機能性付与

16.3 OA機器分野への応用

第17節 メークアップ化粧品における繊維の活

用

17.1 化粧品におけるポリマーの使用例

17.2 ポリマー繊維を活用したベースメーク品

第18節 経皮吸収型製剤におけるアクリル系粘

着剤の性質と評価

18.1 経皮吸収製剤の種類と特徴

18.2 経皮吸収型製剤の開発における粘着剤の

選択

18.3 製剤処方と塗膏工程，最終製品の形態

18.4 薬物放出性及び皮膚透過性への粘着剤種

の影響

18.5 高品質な経皮吸収型製剤の開発

第２章 機能設計材料の役割と設計

第１節 UVインクジェットプリンタによるプ

ラスチック成形品へのダイレクトプリ

ント

1.1 UV硬化インクジェットプリンタの特長

1.2 インクジェットプリンタでの成形物への

加飾

1.3 ダイレクト加飾に使用できるIJプリンタ

の例

第２節 オフセット印刷用マイクロカプセルイ

ンキの応用

2.1 マイクロカプセルインキの製造方法

2.2 マイクロカプセルインキの流動特性

2.3 マイクロカプセルインキの用途

第３節 ナノインプリント技術と応用

3.1 ナノインプリント技術とは

3.2 微細構造の形成と生産性の向上

3.3 バイオデバイスへの応用

第４節 フレキシブルディスプレイ用カラー

フィルタ材料および基板材料の開発

4.1 有機無機ハイブリッドフレキシブル基板

について

4.2 ラテント顔料を用いたインクジェットプ

リンティング（IJP）法によるカラーフィ

ルタ形成技術

第５節 LCDカラーフィルター用ポリマーの

役割と設計

5.1 カラーフィルター(CF)用材料に求められ

る特性

5.2 CF用フォトポリマーの構成成分とその役

割設計

5.3 大型液晶テレビに対する材料設計

第６節 導電性高分子のパターン形成と応用

6.1 ラインパターニング法

6.2 マイクロファイバー

第７節 電磁波シールドフィルム

7.1 電磁波シールドフィルムについて

7.2 印刷法とメッキ法による金属メッシュ

フィルムの製造方法について

7.3 印刷法とメッキ法による金属メッシュ

フィルムの特性

7.4 電磁波シールドフィルムの設計

第８節 日射熱反射コーティング

8.1 日射熱反射による省エネルギー

8.2 誘電体多材料による日射熱反射

8.3 光学多層膜のための金属材料

8.4 日射熱反射ガラス

8.5 プラスチックへのコーティング技術

第９節 界面反応を利用した異種高分子材の直

接接着技術

9.1 界面反応を利用した異種高分子材料の直

接接着技術

9.1.1 K&Kによる異種高分子材料の接着機構

9.1.2 接着におけるトラブルシューティング

第10節 ポリカーボネート樹脂塗装と塗装フィ

ルムの開発と応用

10.1 ポリカーボネート樹脂の各用途と塗装

10.2 ポリカーボネート樹脂の塗装系

10.3 ＰＣシート，フィルム

10.4 塗装フィルムの開発動向

第11節 プラスチックフィルムを用いた色素増

感太陽電池

11.1 色素増感太陽電池の特長

11.2 DSCのエネルギー変換効率

11.3 大面積モジュールの製作

11.4 耐久性向上の開発動向

11.5 プラスチックフィルムを用いるDSCと

モジュールの開発

第12節 ポリイミドの構造と機能

12.1 透明ポリイミド

12.2 表面物性制御

12.3 ポリイミドーカーボンナノチューブ複合体

12.4 金属ナノ微粒子

12.5 光誘起電荷分離

12.6 放射線グラフト重合

第３章 表面・界面物性の解析と評価技術

第１節 原子間力顕微鏡による高分子材料表面

の物性評価

1.1 インデンターとAFMの比較

1.2 AFMによるナノ触診技術

1.2.1 ヘルツ接触 1.2.2 凝着接触

1.2.3 フォースボリューム測定とナノ触診技術

第２節 可視化・イメージングの事例

2.1 元素に関する可視化・イメージングの事例

2.2 官能基などに関する可視化・イメージン

グの事例

2.3 物性に関する可視化・イメージングの事例

2.4 三次元可視化・イメージングの事例

第３節 粘着メカニズムの解析・技術事例

3.1 粘着剤の種類・分類

3.2 粘着のメカニズム

第４節 接触角による材料表面のぬれ性評価

4.1 ぬれ性と接触角の概念

4.2 接触角計の測定原理，測定方法

4.3 測定上の注意点・問題点

4.4 接触角によるぬれ性評価事例

第５節 高周波グロー放電発光表面分析法

5.1 rf-GD-OESとは

5.2 rf-GD-OESの活用事例

5.3 rf-GD-OES法の技術的動向

第６節 ナノ材料の総合的解析・評価技術

6.1 極低加速電圧SEMによるナノ材料の観察

6.2 FE-EPMAによる微小部分析

＊目次内容は若干変更される場合があります。



『実用 材料の表面機能化設計テ

（定価 44,100円）（税込）

クノロジー』申込書

冊 ￥ 円

住 所 〒

会社名

所 属

氏 名
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E−mail
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●方法，手法，使用する材料，製品の例など下記のキーワードを付記した。

塗装，メッキ，ナノ粒子パターニング，コーティング，表面改質，分散，添加，凝集，射出成形，塗

布，接触角，陽極酸化，ＰＶＤ，ＣＶＤ，薄膜調製，マイクロ波，ぬれ性，表面張力，金ナノ粒子，

プラスチック，セラミックス，半導体，ラテックス，コロイド粒子，ワックス，フィルム，ナノカー

ボン，カーボンナノチューブ，薬物結晶，タンパク質，光触媒，複合無機材料，シリコーン，顔料，

添加剤，複合材料，二酸化チタン，有機合成，界面活性剤，ガラス，化粧品粉体，木材，電子機器，

化学センサ，メモリー，色材，化学材料，壁材，屋根材，自動車，携帯電話，抗菌材料，難燃材料，

耐光安定化材料，ハードディスク，形状記憶合金，ダイヤモンド膜，医薬品，生体材料，電子材料，

化粧品，分析機器，パイプ，機器筺体，構造材，環境浄化装置，水処理装置，フッ素系塗料，ＦＰＤ



【執 筆 者 一 覧】（50音順）

明石 満 大阪大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 教授 工学博士

浅見 博 東京インキ㈱ 技術第一部 第一グループ 課長

東 博純 ㈱豊田中央研究所 二次電池第二研究室 主席研究員 博士（工学）

安宅 真和 旭硝子㈱ 化学品カンパニー 事業統括本部 開発部 主席

足立 泰久 筑波大学 大学院生命環境科学研究科 国際地縁技術開発科学専攻 教授 農学博士

有賀 克彦 �独物質･材料研究機構 国際ナノアーキテクトニクス研究拠点 超分子グループ ディレクター
工学博士

井口 勝啓 井口ＣＣ技術士事務所 所長 技術士（機械部門）

石川 量大 石川技術士事務所 所長 技術士（金属部門）

石川 真章 住友大阪セメント㈱ 新材料事業部 高機能フィルム事業グループ

井上 幸彦 山梨大学 大学院医学工学総合研究部 修士課程

岩田 顕範 日本ペイント㈱ Ｒ＆Ｄ本部 基盤研究所

岩森 暁 東海大学 工学部 機械工学科 教授 博士（工学）

江藤 桂 トッパン・フォームズ㈱ 中央研究所 第三研究室 室長

大石 知司 芝浦工業大学 工学部 応用化学科 教授 理学博士

大谷 昇 東海光学㈱ 開発本部 副主幹

大坪 泰文 千葉大学 大学院工学研究科 建築・都市科学専攻 教授 工学博士

大西 勝 ㈱ミマキエンジニアリング 技術本部 技術顧問

岡嶋 克典 横浜国立大学 大学院環境情報研究院 准教授 工学博士

岡原 悦雄 宇部興産機械㈱ 技術開発センター

奥崎 秀典 山梨大学 大学院医学工学総合研究部 応用化学専攻 准教授 博士（理学）

尾崎 靖 �独国立印刷局 岡山工場 製紙課 博士（工学），博士（農学）

折原 勝男 山形大学 客員教授 理学博士

加藤 淳 ㈱日産アーク 研究部 主管研究員 理学博士

金澤 等 福島大学 共生システム理工学類 産業システム工学専攻 教授 工学博士

加納 義久 古河電気工業㈱ 解析技術センター センター長 工学博士

鎌田 賢一 �元ユニオンペイント㈱ 技術部 課長

河合 武司 東京理科大学 工学部 工業化学科 教授

川村 二郎 川村木材塗装技術事務所 所長 技術士

川村 尚久 ニプロパッチ㈱ 研究開発部 研究２グループ長 農学博士

木口 実 �独森林総合研究所 木材改質研究領域 機能化研究室 室長 博士（農学）

木嶋 彰 拓殖大学 工学部 デザイン学科 教授

木下 啓吾 �元長島特殊塗料㈱ 技術本部 顧問

桐原 修 バイエル マテリアルサイエンス㈱ イノベーション事業本部 本部長

金 平 �独産業技術総合研究所 サステナブルマテリアル研究部門 主任研究員 博士（工学）

國澤 鉄也 住友ゴム工業㈱ タイヤ技術本部ＡＴ開発部 課長代理

桑 宗彦 ㈱プラセラム 会長 工学博士

小石 眞純 東京理科大学 名誉教授 理学博士

小関 健一 千葉大学 大学院融合科学研究科 情報科学専攻 准教授 工学博士

小林 敏勝 日本ペイント㈱ Ｒ＆Ｄ本部 開発研究所 博士（工学）

小松 正典 ライオン㈱ 研究開発本部 油脂技術研究所 副主席 博士（工学）

西條 博之 �元神奈川県 産業技術総合研究所

酒井 秀樹 東京理科大学 理工学部 工業化学科 准教授 博士（工学）

佐熊 範和 アトミクス㈱ 機能材料技術部 部長

櫻井 行平 春日電機㈱ 取締役 コロナ処理技術部長

佐々木 裕 東亞合成㈱ 基礎技術研究所 所長 博士

貴家 恒男 ㈱ＮＨＶコーポレーション ＥＢセンター 技術顧問 ラジエ工業㈱ 技術顧問 理学博士

貞本 満 三井化学㈱ マテリアルサイエンス研究所 先端技術ユニット 主席研究員

佐藤 利文 東京工芸大学 工学部 メディア画像学科 教授 博士（工学）

佐藤 万紀 東洋紡績㈱ コーポレート研究所 高分子開発グループ グループリーダー

沢田 英夫 弘前大学 大学院理工学研究所 教授 理学博士

重盛 正樹 ぺんてる㈱ 中央研究所 主任専門職

宍戸 昌広 山形大学 大学院理工学研究科 物質化学工学分野 准教授 工学博士

嶋田 勝德 ＤＩＣ㈱ 顔料技術本部 ＣＦ顔料プロジェクト プロジェクトリーダー

鈴木 高広 近畿大学 生物理工学部 生物工学科 教授 農学博士

仙波 健 京都市産業技術研究所 工業技術センター 材料技術グループ 研究員 博士（学術）

滝澤 博胤 東北大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 教授 工学博士



武井 厚 テクノアートＡ.Ｔ. 代表 工学博士

竹内 修 拓殖大学 工学部 デザイン学科 助手

竹内 学 茨城大学 名誉教授 理学博士

竹下 直孝 旭サナック㈱ 技術開発部 部長

竹田 恵司 東 レ㈱ テキスタイル開発センター 加工技術開発室 室長

舘 和幸 ㈱豊田中央研究所 環境材料研究部 塗料研究室 主席研究員 工学博士

塚田 昌 大日精化工業㈱ 理事 印刷総合システム事業 ＧＳステージ シニアマネージャー

辻井 薫 �元北海道大学 電子科学研究所 ナノテクノロジー研究センター 教授 理学博士

角田 光雄 文化女子大学 名誉教授 理学博士

坪川 紀夫 新潟大学 大学院自然科学研究科（工学部） 教授 工学博士

坪田 実 職業能力開発総合大学校 専門基礎学科 嘱託 工学博士

外岡 和彦 �独産業技術総合研究所 エレクトロニクス研究部門 機能性酸化物グループ 学術博士

戸堀 悦雄 ライオン㈱ 研究開発本部 企画管理部 副主席研究員 工学博士

鳥越幹二郎 東京理科大学 総合研究機構 界面科学研究部門 ポストドクトラル研究員 博士（理学）

内藤 郁夫 九州産業大学 芸術学部 写真映像学科 教授 工学博士

長岡 勉 大阪府立大学 先端科学イノベーションセンター 分子情報研究室 教授 理学博士

中尾 幸道 �独産業技術総合研究所 ナノシステム研究部門

長澤 良一 キャピタルペイント㈱ 東京営業所 所長

中島 章 東京工業大学 大学院理工学研究科 材料工学専攻 教授 Ph.D.

中嶋 健 東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 准教授 工学博士

長沼 桂 楠本化成㈱ 技術本部 物性研究室 室長

中野 政弘 東洋インキ製造㈱ Ｐ＆Ｐ事業本部 Ｐ＆Ｐ技術統括部 課長

中許 昌美 大阪市立工業研究所 理事 工学博士

永禮三四郎 ㈱奈良機械製作所 プロジェクトチーム・インフィニティ 主査 博士（工学）

南保 幸男 日華化学㈱ マーケティング本部 副本部長 工学博士

倪 慶清 信州大学 繊維学部 機能機械学科 教授 博士

西浦 直樹 グンゼ㈱ エンプラ事業部 技術開発課 課長 博士（工学）

西尾 圭史 東京理科大学基礎工学部 材料工学科 准教授 博士（工学）

西川正一郎 ポーラ化成工業㈱ メークアップ開発部 研究員

西 敏夫 東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 教授 工学博士

橋本 哲 ＪＦＥテクノリサーチ㈱ 京浜分析・材料事業部

橋本 和明 千葉工業大学 工学部 生命環境科学科 教授 博士（工学）

原澤 純一 アキレス㈱ 研究開発本部 第一グループ 主査 博士（工学）

平野 彰弘 ㈱堀場製作所 科学半導体統括部 マネージャー

福井 寛 福井技術士事務所 所長 工学博士 技術士（化学）

福田 和彦 日本パーカライジング㈱ アイオニクス部 部長

福本 功 琉球大学 工学部 機械システム工学科 教授 工学博士

福山 紅陽 協和界面科学㈱ 技術顧問

藤城 光一 新日鐡化学㈱ 新事業開発本部 研究主席 工学博士

堀 照夫 福井大学 大学院工学研究科 教授 Ph.D.

堀内 伸 �独産業技術総合研究所 ナノシステム研究部門 主任研究員 博士（工学）

堀越 智 東京理科大学 総合研究機構 准教授 博士（理学）

水谷 勉 水谷ペイント㈱ 専務取締役

宮内 昭浩 ㈱日立製作所 材料研究所 環境材料プロセス研究部 主管研究員 工学博士

宮坂 力 桐蔭横浜大学 大学院工学系研究科 教授 博士

六田 充輝 ダイセル・エボニック㈱ テクニカルセンター 所長 博士（理学）

村橋浩一郎 奥野製薬工業㈱ 表面技術研究部 無機材料研究室 室長

森 康維 同志社大学 理工学部 化学システム創成工学科 教授 工学博士

森 和彦 日本パーカライジング㈱ 次世代技術研究所 機能表面研究室 室長

安田 武夫 安田ポリマーリサーチ研究所 所長

安盛 敦雄 東京理科大学 基礎工学部 材料工学科 教授 工学博士

柳原 榮一 神奈川県 技術アドバイザー

山内 仁史 ニプロパッチ㈱ 研究開発部 取締役部長 薬学博士

山下 俊 東京理科大学 理工学部 工業化学科 准教授 工学博士

山田 洋介 クラリアントジャパン㈱ テクニカルセンター 顔料・添加剤事業部

山本陽一郎 関西ペイント㈱ Ｒ＆Ｄ本部 分析センター センター長 理学博士

厳 虎 山梨大学 大学院医学工学総合研究部 有機ロボティクス講座 特任准教授

吉田裕安材 大阪大学 大学院工学研究科 応用化学専攻 博士後期課程

好野 則夫 東京理科大学 工学部 工業化学科 教授 工学博士

渡邉健太郎 日産自動車㈱ 要素技術開発本部 材料技術部 車両先行材料開発グループ 主担
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